
＜対策のポイント＞
農業競争⼒強化を図るため、農地の⼤区画化や汎⽤化、農業⽔利施設の⻑寿命化やパイプライン化・ICT化等の整備を⾏い、農地中間管理機構による

担い⼿への農地集積・集約化や農業の⾼付加価値化、⾼収益作物の導⼊、⽔利⽤の効率化・⽔管理の省⼒化等を推進します。

＜政策⽬標＞
○ 担い⼿が利⽤する⾯積が全農地⾯積の８割となるよう農地集積を推進 ［平成35年度まで］
○ 基盤整備完了区域（⽔⽥）における作付⾯積（主⾷⽤⽶を除く）に占める⾼収益作物の割合 (約２割［平成27年度］→約３割以上[平成32年度])

農業競争⼒強化基盤整備事業＜公共＞ 【平成31年度予算概算決定額 78,809（66,731）百万円】

＜ 事 業 の 全 体 像 ＞
１．農業競争⼒強化農地整備事業
○ 農地中間管理機構による担い⼿への農地集積・集約化に取り組む地区、農業の⾼付加価値化に取り組む地区等を対象として、農地の整備等を実施します。

２．農地中間管理機構関連農地整備事業
○ 農地中間管理機構が借り⼊れている農地について、農業者の申請・同意・費⽤負担によらず、都道府県が農地の⼤区画化等の基盤整備を実施します。

３．⽔利施設等保全⾼度化事業
○ 農業の⾼付加価値化や担い⼿への農地集積・集約化、⽔管理労⼒の省⼒化に取り組む地区を対象として、農業⽔利施設の整備等を実施します。

① 農地整備事業
② 草地畜産基盤整備事業
③ 農業基盤整備促進事業
④ 低コスト農地整備推進実証事業

[お問い合わせ先] 農村振興局農地資源課（03-6744-2208）
農村振興局⽔資源課（03-3502-6246）

① ⼀般型
② 特別型

③ 簡易整備型
④ 実施計画策定事業

：⽣産基盤及び営農環境の整備と経営体の育成を⼀体的に⽀援します。
：草地の基盤整備を⽀援します。
：地域の実情に応じたきめ細やかな基盤整備を⽀援します。
：農地整備事業において、情報化施⼯の実証、普及⽅法の検討を⽀援します。

：基幹⽔利施設の整備や補修・補強等の⻑寿命化対策を⽀援します。
：①⾼収益作物を導⼊した営農体系への転換に必要な畑地化・汎⽤化、②農地集積・集約化に資するパイプライン化や
ICT化による⽔管理の省⼒化、③畑地帯における総合的な整備、等を⽀援します。

：⽔管理・維持管理の省⼒化を図る簡易な農業⽔利施設の新設等を⽀援します。
：施設を効率的に活⽤するための調査・計画策定等を⽀援します。

〔「臨時・特別の措置」を含む平成31年度概算決定額 86,304 百万円〕


